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2012年11月30日　外部講師例会（第2647回例会）

開会点鐘

ソング　　　◎手に手つないで

ゲスト紹介　◎宮古市社会福祉協議会

事務局長　葛　浩史氏

本日の行事　◎外部講師例会

講師：宮古市社会福祉協議会

事務局長　葛　浩史氏

出席報告　熊谷力実会員10月中の出席率61．2％

会員数 偬��瑛h�尸�B�出席数 偬��越b�鋪離 

29 ���15 鉄��Cx�2�62．1％ 

堀田会員　例会場の空調を交換し、本日が使いは

じめです。

葛さんに講師をお願いしました。

花坂会員　29日昨日、何とか手術も成功し、退院

してきました。当分は以前のようなこ

とはできませんが、だんだんに新年会

には普通になるようリハビリしたいと

おもいます。皆さんにご心配をおかけ

しました。ありがとうございました。

伊藤会員　花坂会員退院おめでとうございます。

福岡で開催されました学会で、論文発

表して参りました。

三浦会員　花坂会員の入院を今日知りました。

i会報の着信l

◎春日都南RC　第928－932号

その他の報告事項

1．ガバナー事務所

◎12月のロータリーレート1ドル＝80円

2．ガバナー　小野寺則雄

◎「ロータリー世界平和フォーラム広島」登録締

切りのお知らせ

◎「2013年　国際ロータリー年次大会（リスボ

ン）」参加のご案内

3．岩手県共同募金会宮古市共同募金委員会

会長　飛溝和夫

◎平成24年度宮古市歳末たすけあい運動地域福

祉活動事業配分（助成事業）の実施について

（ご案内）

4．宮古民友　第920号

5．ジプシーヴァイオリン古館由佳子（鍬ケ崎出

身）ディナーコンサート（宮古束RCより）

⑥日　　時　平成24年12月13日㈱18：30～

場　　所　浄土ケ浜パークホテル

チケット　6，000円

＊ご希望の方は事務局までお願いいたします。



本日は2647回の例会でございます。

本日はメインゲストとして、宮古市社会福祉協議

会事務局長の葛浩史さんをお迎えして講演をして

いただくことになりました。

会長エレクトが無事に退院なさって安心いたしま

した。
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皆さんこんばんは、宮古市社会福祉協議会事務

局長の葛でございます。

宮古市社会福祉協議会事務局長として活動をさ

せていただいております。私は　宮古商業高校を

卒業して、及川先生のところの「わかたけ学園」

にお世話になったのが始まりでございます。その

当時はローターアクトクラブにも所属しておりま

した。

平成11年12月から、縁あって社会福祉協議会

（以下：社協）にお世話になっております。

その当時、何をしていたかというと、介護保険

の制度が始まる時期でしたので、その準備やお手

伝いをしておりました。

昔は、市役所の庁舎に間借りをして、職員4名

から始まり、長い期間、会費集めや共同募金運

動などしておりました。平成7年に小山田にセン

ターができましてから、今のようなスタイルで活

動しております。

昨年の東日本大震災の際、オレンジ色のヤッケ

を着て活動させていただきました。住民の方の目

に触れたことにより、今はいろいろと協力してい

ただけるようになりました。

震災直後、壊滅的な状況に陥った訳ですが、

我々は、利用者をセンターに避難させ、数日間セ

ンターに寝泊まりして利用者を見守りました。職

員は被災地を走り回って、避難所の情報をかき集

めてきました。

最初の頃は瓦礫をかたづけるためのボランティ

アを受け入れました。住民の方が家をかたづけ

て欲しいという希望があれば、それに対応いたし

ました。ボランティアを派遣してお宅の瓦礫をか

たづけても、この建物は取り壊されるだろうと思

うような建物もたくさんありました。しかし、長

年そこで生活してきた方々の想いもあります。社

協は住民の側に立って、倒壊の恐れのあるものを

除き可能な限りお手伝いをさせていただきまし

た。

我々、社協が一番支援をしなければならないの

は、「住民の方々の生活をどうやって支えていく

か」ということではないかと思います。
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